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第３章  地域福祉を推進するために 

 

１  基本理念 

 

この計画は、第一次岩国市地域福祉計画の理念を継承し、次の理念に基づいた計画と

します。 

 

 

 

 

 

年齢や障害の有無など関係なく、すべての住民が地域で安心、安全に生活するために

は、その基礎として、地域住民一人一人が地域福祉に協力し、助け合う体制ができてい

ることが求められます。隣近所や地域において助け合いが進むことは、福祉によるまち

づくりの活性化につながります。 

 

岩国市は、すべての住民が住み慣れた地域でいつまでも生活していきたいと思えるよ

う、地域福祉の側面から「だれもが住み慣れた地域で生き生きと暮らせる社会」の実現

を目指します。 

 

だれもが住み慣れた地域で生き生きと暮らせる社会づくり 
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２  地域福祉圏域 

 

(1) 岩国市における地域福祉圏域 

地域には、近所で生活する住民でないと気付くことが難しい生活課題や、地域の団

体が主体となって取り組むことが適切な課題又は行政が主体となって対応するべき

課題など、様々な課題が潜在します。また、市街地や中山間地域など、地域の状況に

よって潜在する課題や取り組むべき地域福祉活動も異なります。 

 

地域福祉をより効果的に取り組むためには、 

○ 各圏域内において、コミュニケーションが成り立っている。 

○ 各圏域間が重層的に連携している。 

このような社会的ネットワークが構築された地域福祉圏域のもとで、地域福祉に取

り組む主体と総括する主体が連動していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考えられる活動主体  ⇒ 岩国市（総合支所）、社会福祉協議会支部、 

自治会連合会、NPO など 

地域福祉活動例     ⇒ 地域福祉講演会、総合相談窓口など 

考えられる活動主体  ⇒ 地区社会福祉協議会、地区自治会連合会、 

地区民生委員児童委員協議会、NPO など 

地域福祉活動例     ⇒ 地区の防犯防災活動、敬老会行事など 

考えられる活動主体  ⇒ 自治会、自治会の班、隣近所 

民生委員児童委員、福祉員など 

地域福祉活動例     ⇒ 隣近所の助け合い、サロン活動など 

第１層  市民、家族の圏域 

考えられる活動主体  ⇒ 市民一人一人、家族 

地域福祉活動例     ⇒ あいさつ、地域福祉活動への参加など 

第４層  地域の圏域（地域福祉活動圏域） 

第３層  地区の圏域（福祉区） 

第２層  隣近所、自治会単位の圏域（小地域） 

岩国市における地域福祉圏域（イメージ） 

第５層  岩国市全域 

考えられる活動主体  ⇒ 岩国市、岩国市社会福祉協議会など 

地域福祉活動例     ⇒ ふれあい保険、地域福祉権利擁護事業 

ボランティア交流集会、福祉大会など 
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(2) 地域内における地区の圏域 

岩国市の地域福祉に関する公的サービスを効率的に進めるため、それぞれ特色のあ

る地域（岩国、由宇、玖珂、本郷、周東、錦、美川及び美和地域）ごとに、地区の圏

域を設定しました。 

地域によっては、日常生活圏域として想定される地区の人口、年代構成などを考慮

し、日常生活圏域と想定される地区の範囲を超えて設定している地域もありますが、

公的サービスを受ける地域団体の活動範囲などによっては、ここで設定した地区の圏

域にこだわらずに地域福祉の環境整備を進めていきます。 

 

 

 

 

 

岩国市における地域の圏域 

錦地域 

美和地域 

周東地域 

美川地域 

本郷地域 

玖珂地域 

由宇地域 

平成２０（2008）年１０月１日現在

地域 面積（k㎡)

岩国地域 223.29

由宇地域 29.22

玖珂地域 23.20

本郷地域 40.35

周東地域 144.02

錦　地域 210.32

美川地域 75.85

美和地域 127.53

計 873.78  

岩国地域 
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ア 岩国地域 

（平成２１（2009）年４月１日現在）

平均世帯 ０歳～１４歳 １５歳～６４歳 ６５歳以上

人員（人） 人口割合（％） 人口割合（％） 人口割合（％）

1 岩国地区 1,038 2,232 2.2 12.2 53.5 34.3

2 錦見地区 2,900 6,264 2.2 13.1 57.3 29.6

3 横山地区 635 1,305 2.1 13.2 53.5 33.3

4 川西地区 761 1,705 2.2 12.7 59.5 27.9

5 平田地区 4,620 11,325 2.5 17.2 60.5 22.3

6 今津山手地区 1,956 3,999 2.0 12.6 60.4 27.0

7 山手地区 1,272 2,860 2.2 13.6 61.9 24.6

8 室の木地区 3,256 7,238 2.2 13.1 60.9 26.0

9 麻里布地区 2,192 4,191 1.9 13.7 69.0 17.3

10 東地区 3,879 8,162 2.1 14.2 63.2 22.6

11 装港地区 988 2,068 2.1 8.5 60.6 30.9

12 川下地区 4,850 9,777 2.0 13.5 61.7 24.9

13 愛宕地区 5,672 12,736 2.2 15.4 61.5 23.1

14 灘地区 6,019 13,881 2.3 13.5 60.2 26.3

15 柱島地区 199 302 1.5 0.7 18.9 80.5

16 小瀬地区 444 978 2.2 4.8 51.4 43.8

17 藤河地区 949 2,114 2.2 14.8 60.8 24.4

18 御庄地区 963 2,276 2.4 14.5 64.3 21.1

19 北河内地区 706 1,552 2.2 10.3 52.9 36.8

20 南河内地区 729 1,686 2.3 9.0 55.2 35.9

21 師木野地区 329 706 2.1 7.5 52.0 40.5

22 通津地区 2,166 5,102 2.4 14.0 59.0 27.0

46,523 102,459 2.2 13.8 60.4 25.8

※各数値は概算です。

合　　計

番 号 人口（人）
世帯数
（世帯）

地　区
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岩国地域内における地区の圏域 

 

１５ 

柱島地区 

２１ 

師木野地区 

２０ 

南河内地区 

１９ 

北河内地区 

１４ 

灘地区 

１６ 

小瀬地区 

 ５ 

平田地区 

２２ 

通津地区 

１２ 

川下地区 

１ 

岩国地区 

３ 

横山地区 

１３ 

愛宕地区 

７ 

山手地区 

４ 

川西地区 

 

８ 

室の木地区 

１１ 

装港地区 

 
９ 

麻里布地区 

１８ 

御庄地区 

１０ 

東地区 

２ 

錦見地区 

 

６ 

今津山手地区 

１７ 

藤河地区 
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イ 由宇地域 

由宇地域 （平成２１（2009）年４月１日現在）
平均世帯 ０歳～１４歳 １５歳～６４歳 ６５歳以上

人員（人） 人口割合（％） 人口割合（％） 人口割合（％）

由宇地区 2,999 7,432 2.5 12.5 59.5 28.0
由西地区 399 816 2.0 7.0 52.3 40.7
神東地区 326 759 2.3 8.4 51.9 39.7

合　計 3,724 9,007 2.4 11.6 58.2 30.1

※各数値は概算です。

人口（人）
世帯数
（世帯）

地　区

 

 

 

 

 

由宇地域内における地区の圏域 

由宇地区 

由西地区 

神東地区 
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ウ 玖珂、周東地域 

玖珂地域 （平成２１（2009）年４月１日現在）
平均世帯 ０歳～１４歳 １５歳～６４歳 ６５歳以上

人員（人） 人口割合（％） 人口割合（％） 人口割合（％）

玖珂地区 4,620 10,943 2.4 14.2 59.0 26.8

合　計 4,620 10,943 2.4 14.2 59.0 26.8

周東地域 （平成２１（2009）年４月１日現在）
平均世帯 ０歳～１４歳 １５歳～６４歳 ６５歳以上

人員（人） 人口割合（％） 人口割合（％） 人口割合（％）

中田地区 188 441 2.3 9.5 54.4 36.1
高森地区 3,802 9,029 2.4 13.4 59.7 26.9
祖生地区 754 1,714 2.3 10.1 52.9 37.0
米川地区 976 2,153 2.2 9.5 53.9 36.6
川越地区 311 640 2.1 8.8 44.2 47.0

合　計 6,031 13,977 2.3 12.1 57.1 30.8

※各数値は概算です。

人口（人）
世帯数
（世帯）

地　区

地　区
世帯数
（世帯）

人口（人）

 

 

 

 
玖珂、周東地域内における地区の圏域 

祖生地区 

中田地区 

米川地区 

川越地区 

玖珂地区 

高森地区 
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エ 本郷、錦、美川、美和地域 

本郷地域 （平成２１（2009）年４月１日現在）
平均世帯 ０歳～１４歳 １５歳～６４歳 ６５歳以上

人員（人） 人口割合（％） 人口割合（％） 人口割合（％）

本郷地区 603 1,189 2.0 8.7 42.7 48.5

合　計 603 1,189 2.0 8.7 42.7 48.5

錦地域 （平成２１（2009）年４月１日現在）
平均世帯 ０歳～１４歳 １５歳～６４歳 ６５歳以上

人員（人） 人口割合（％） 人口割合（％） 人口割合（％）

錦地区 1,714 3,416 2.0 6.7 43.6 49.7

合　計 1,714 3,416 2.0 6.7 43.6 49.7

美川地域 （平成２１（2009）年４月１日現在）
平均世帯 ０歳～１４歳 １５歳～６４歳 ６５歳以上

人員（人） 人口割合（％） 人口割合（％） 人口割合（％）

美川地区 778 1,472 1.9 5.5 42.5 52.0

合　計 778 1,472 1.9 5.5 42.5 52.0

美和地域 （平成２１（2009）年４月１日現在）
平均世帯 ０歳～１４歳 １５歳～６４歳 ６５歳以上

人員（人） 人口割合（％） 人口割合（％） 人口割合（％）

美和地区 2,055 4,704 2.3 10.9 51.6 37.5

合　計 2,055 4,704 2.3 10.9 51.6 37.5

※各数値は概算です。

地　区
世帯数
（世帯）

人口（人）

人口（人）
世帯数
（世帯）

地　区

地　区
世帯数
（世帯）

人口（人）

地　区
世帯数
（世帯）

人口（人）
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本郷、錦、美川、美和地域内における地区の圏域 

錦地区 

美和地区 

美川地区 

本郷地区 
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３  基本目標 

 

岩国市の基本理念「だれもが住み慣れた地域で生き生きと暮らせる社会づくり」を実

現していくため、地域福祉座談会及び地域福祉アンケートの意見を踏まえて、三つの基

本目標を設定しました。 

 

(1) 基本目標１「地域福祉を推進するための基盤の整備」 

地域福祉を推進するためには、地域住民の協力が必要不可欠です。そのためには、

地域内の住民一人一人が顔を知り、年齢や障害の有無など関係なく、家庭や地域で通

常の生活ができる社会づくり、すなわち、ノーマライゼーションの理念の下に、つな

がりのある関係を築いていくことが重要です。 

基本目標１「地域福祉を推進するための基盤の整備」では、住民参加や助け合いの

促進、情報の充実化などに取り組むことで、地域福祉の必要性について促進し、福祉

による環境の整備を目的とした方針の展開を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
基本目標１ 地域福祉を推進するための基盤の整備 

○地域福祉座談会の主な意見 

・近所とのつながりが薄れてきた。 

・集合住宅ができて、新しく入ってきた人とのコミュニケーションが課題。 

・近所で一人暮らし高齢者が増えている。 

○地域福祉アンケートの集計結果 

・近隣に困りごとを相談できる人がいない。  ３９．７％（３７７人／９４９人） 

・近所で助け合える親しい人がいる。     ２４．０％（２２８人／９４９人） 

・地域で生活するためにあればいいと思う地域での手助け 

                 話し相手 ３１．３％（２９７人／９４９人） 

             安否確認の声かけ ３５．４％（３３６人／９４９人） 

市民一人一人に対する地域福祉の必要性の認識 
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(2) 基本目標２「地域福祉を推進するための地域資源の開拓」 

岩国市は、山口県東部の中核都市、産業都市、多数の観光地、伝統芸能、豊かな自

然景観など多様な地域特性を有しています。また、地域福祉につながる様々な活動を

している人も多数存在します。 

 

基本目標２「地域福祉を推進するための地域資源の開拓」では、地域に点在する人、

場所、物及び地域で取り組んでいる活動を、地域福祉を推進するための資源として再

認識し、地域福祉に有効活用及び強化していくこと、また、地域福祉に取り組みやす

くするための環境を整備していくことを目的とした方針の展開を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標２ 地域福祉を推進するための地域資源の開拓 

・サロン活動をする場所の確保が難しい。 

・空き家を利用することができればいい。 

・地域の文化伝承を学校と協力して取り組んでいる。 

・地域で子育てできるよう、子どもを持つ世代とのかかわりが必要。 

・地域の担い手が高齢で将来が心配。人材の育成が重要。 

○地域福祉座談会の主な意見 

○地域福祉アンケートの集計結果 

・参加してみたい地域活動 

趣味などのサークルやクラブ活動 ２６．９％（２５５人／９４９人） 

健康づくり活動 １９．６％（１８６人／９４９人） 

清掃などの環境美化活動 １７．１％（１６２人／９４９人） 

地域環境の整備 
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(3) 基本目標３「地域福祉の推進に取り組む団体への支援」 

地域福祉座談会の中で、「地域福祉などに取り組む団体の活力が低下している」とい

う意見が多く聞かれました。過疎化やコミュニケーションの希薄化など、地域により

事情は異なりますが、団体役員の高齢化、活動参加者の減少及び活動資金の減少によ

り、活動が困難になっている団体が増えています。 

地域が活性化するには、地域福祉に取り組む団体の活性化が重要な要件になります。 

 

基本目標３「地域福祉の推進に取り組む団体への支援」では、地域福祉に取り組む

団体が継続的かつ元気に活動できることを目的とした方針の展開を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本目標３ 地域福祉の推進に取り組む団体への支援 

○地域福祉座談会の主な意見 

・自治会に加入しない人が多い。 

・民生委員児童委員、自治会及び福祉員との連携が必要。 

・NPO 法人が地域のために活動している。 

・サロン活動は元気な高齢者をつくる場である。 

・地域団体の活動が低下している。 

・活動経費がかかり、地域の負担が増えている。 

○地域福祉アンケートの集計結果 

・地域の活動に参加していない         ２２．６％（２１４人／９４９人） 

・地域で安心して生活するために重要と思う行政の施策 

地域活動、ボランティア活動を資金面で支援 １９．２％（１５５人／８０７人） 

地域福祉に取り組む団体の活動力の低下 
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４  計画の体系図 

基 本 

理 念 
基本目標 課  題 

   

だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り 

基本目標１ １  隣近所の住民とのコミュニケーシ

ョンの促進 

地域福祉を推進するための

基盤の整備 

２  住民参加の促進 

３  地域での「助け合い」の促進 

４  地域の見守りの促進 

５  相談体制の充実 

６  福祉に関する情報発信の充実 

７  地域の情報の共有 

８  寄附文化の醸成 

９  福祉教育の推進 

１０ 権利擁護事業、成年後見制度の普

及促進 

１１ ユニバーサルデザインやバリアフ

リーに配慮したまちづくり 

１２ 災害時要援護者の支援体制 

  

基本目標２ １  地域福祉の担い手の育成 

地域福祉を推進するための

地域資源の開拓 

２  高齢者や定年退職者の社会参加の

促進 

３  ボランティアへの参加の促進 

４  地域内の交流の促進 

５  地域間交流の促進 

６  学校と地域との連携促進 

７  空き家や社会福祉施設などを活用

した拠点の整備 

８  地域の子どもを地域全体で育てる

環境づくり 

９  交通弱者の支援 

  

基本目標３ １  岩国市社会福祉協議会の活動支援 

地域福祉の推進に取り組む

団体への支援 

２  地区社会福祉協議会など地域福祉

に取り組む団体の活動支援 

３  自治会の活動支援 

４  民生委員・児童委員及び福祉員の

活動支援 

５  NPO や市民活動団体の活動支援 

６  サロンの活動支援 

 


